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はじめに 
人口減少・少子高齢化の進む城東地区にある空き家(津山市上之町 373)を 2015 年に
大学が借り上げ、地域拠点を設立して 3 年 6 か月が経つ。(拠点名「じ・ば・子のおう










市健康増進課、そして美作大学社会福祉学科自主ゼミである。2018 年度には自主ゼミ活動として 7 年
目を迎え、初代から隔学年で関わってきた学生は、4 代目の 3 年生 7 名が活動を行った。 
 
 
１．城東地区の概要（2018 年 1 月 1 日現在 津山市統計書より） 
津山市城東地区は津山のシンボル鶴山城の東に位置し、北は丹後山、南は吉井川












＊毎月第１・第 3 土曜日 子どもの居場所事業への参加 
 
4 月 07 日 さくらまつり 城東事業参加 
5 月 10 日 じ・ば・子のおうち『支援』新入居者歓迎会 
5 月 20 日 城東地区空き家 Café ｵｰﾌﾟﾝ参加 
     城東まちづくり協議会総会 


















8 月 25 日 納涼祭 わっしょい津山 参加 
 
11 月 04 日 城東むかし町参加 
 
 
 12 月 26 日 第一回 (上之町)三丁目忘年会 










3 月 25 日 理事長主催食事会（退去者の送別および新入居者との顔合わせ） 
     4 年生が 2 人卒業により退去となり、 









催した。(8 月 2 月を除く計 10 回) 
2018(平成 30)年度 (18 年４月～19 年 3 月) 
 






















合計 46 113 41 19 52 56 22 349 
平均 4.6 11.3 4.1 1.9 5.2 5.6 2.2 34.9 
前年度
平均 
2 5.5 3.2 1.3 5.9 4.8 1.8 24.3 
 










































  おあしすカフェの効果を下記の 6 点にまとめた。 
①参加者同士の共感の場。 
  ②ご本人さんのほっとする場。  
  ③男性介護者の語らいの場。 
  ④家族を看取った人の憩いの場。  
  ⑤家族会員や地域の人の活躍の場。  
  ⑥学生の地域福祉実践の場。さまざまな場を提供している。  
 
   これらの取り組みは、津山市地域包括支援センターが 2019 年度に組織化した「ア
ルツハイマーデー実行委員会」に学生が委員として２人参加することにもつながっ
ている。 
以上二つの取り組みから、「地（知）の拠点」があることにより、さまざまなつな
がりの中で、学生の地域福祉実践力が高まっていると考える。 
 
